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       繊維 素 キサ ン トゲ ン酸 ソー ダの振 散
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              稻  垣   博

 ヴイスコーズ人造織維工業において,織 維素キサントゲン酸 ソーダの分散溶解の歌態は織維

素が再生され糸になるまでの各工程に大きな影響を興へ,從 つてザ ンテー トの分散溶解歌態 の

研究は工業的に極めて重要で あるばか りか,同 時に學術的に も非常に興味深い課題で ある・而

るに,こ れまでの研究が何 ら決定的な性格 を持ち得なかつた理 由は,こ の物質が其の化學組成

に於て不確實であ り,常 に副反憲生成物を挾雑物として含有 し,且 つ化墨的に不安定で刻 々攣

化の過程中に在 るが故で ある・   '

 吾々はこの研究に於て溶解朕態 を直接に論議出來る溶液の橿散を取上 げ,こ の困難な問題の

解明に寄興ぜんと企てた.而 して,今 日までに得 られた結果は未だ充分ではないが從來未知で

あつたこの物質の損散恒数の概略値を與へることが出來た様に思ふ・ この方法のみにては溶解

歌態を議 論することは早急で あるが,孚 掟 の重要な鍵を輿へ るもの と信す る.

 老1・ 實験方法及び理論

 測定装置はTisselius u. Gross(1)が 蛋白分子の恒藪 を測定するのに探用 した ものと同様な
                                         む

構造で ある。サ ンテ ー・・一トは紫外部に吸牧を有する.そ れ故 この吸牧の最高値に近い波長3130A

の軍色光を得て,こ れを撚撒 しつ 曳ある液 暦を通過ぜしめ後,適 當なるレンズ系によ りこをれ

振大撮影すれば,そ の乾板の黒度より逆に液膠中の濃度勾配 を測定 しうる・一方それに使用し

た溶液の一部か ら種 々の稀澤度(例 へば0,1/4,2/4,3/4,4/4)の 標準溶液において光線の

吸牧度を測定しておけば,次 式により損散恒教Dを 決定 しうる・帥ち機散の微分方程式

       一裟c』D一離      (・)・
                               r            の

を適當なる境界條件,初 期條件のもとにとけば

                 x  一ξ2

       ・鋤 一み～:諏網  (2)
をうる・これ より儲 の解 軟(一 ・)・・あた・勲 鷹 占よ りの欝 ・醐 ・を宍・れば

Dが 決定出來る.

 壱2・ 試 料 の 調 製

 本報告に於ては,出 來る限 り一定の條件のもとに調製 した試料によ り初濃度の攣化に よる恒

                   (22)
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藪 の攣 化 を知 ら うと した・條 件下の如 し.

  織 維 原料 は木材 パ ルプ(秋 田)

  浸 積 アル カ リ液 濃度NaOH 18%

  浸 積 時 間 3時 間(於20。C)

  厘i搾 倍 率   2.7倍(封 風乾 パ ルプ)

  粉     粋   ベ ル ナ ・・一・プライe" ・一で1時 間

  老 成40～45.5時 間(於25。 ～24。C)

  硫 化 時 間 3時 間(於240C)

  CS2添 加 量  35%(封 風 乾 パル プ)

  ヴ イス コ e一ズ組 成  Cell.8%:A】kali 6%

硫 化 後 た だちlc 3%ア ル カ リ液 に溶解 ヴ ィス コースと し溶解 後13～15時 間 にて岩崎 ・杉野雨 氏

の方法で 精製 ザ ンテ ー トを得 乾燥後3%ア ル カリ溶解 試料 と した・

 馨3・ 實 験 結 果   .

 乾 板 の黒度 曲線 は第1圖 の如 き理想的 な積分 曲線 を もたす,第2圖 の如 く途 申の轡曲鮎 を持
 

ち更に時間と共に曲線高部の低下 をみとめた・今の(1)式 を微分すれば

                X2

        11一㌃ 舞㍍・-4Dゼ    (・)

とな り,こ れ はGaussの 誤差曲線をしめす筈で ある.

然 るにこめ黒度曲線を圓上微分することに依 り得たる曲線は第3圖 の如 くGaussの 誤差曲線と

異 る形を有することを知つた・それ故,吾 々はこれをGauss曲 線の2ケ の合成,邸 ち振散速度

の異るコ成分 の重複 と考へ確牽紙 を用ぴて主曲線(圖 中左方の曲線)の 標準偏差 σを決定 し②,

恒数 を算出す る新方法 を導入 した・

 aを 使用すれば(1)及 び(3)式 よ り

       D一釜 ÷.     (・)

 (～二Lにkは カメラの擾大率の自乗値)

とな り,理 論の項で述べた如き各標準稀繹度の吸牧を豫め測定 してお く必要がなくなる・次に

結果 を表示する・

                                     む

    厳 騒 號 初 測 測鴇 間 撞蘇 。警D(魑 轟 窒、穐,

  、 N。.2  6.5% 112750  1.90×10-・1 noX
                              コ            む

     No.3    4. O%      16200     2・71×10-7     80 A
                                    

     No.1     2.0%       11400     2.80×10-7      77 A

 毯4.考     察

結果にのべ た如 く 一壽 ←→ ・曲線に ・ケのピークを生脈 駆 は,光 翻 牧の法則 より

                    (23)
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の 考察か ら,二 種 の物質一 各各の披散 速度が非常 に異 る物質 一 一の同時櫃 数 に麟 す る ～二とが

適切で ある.然 るに織 維素 キサ ン トゲ ン酸 ソーダ よ り非 常に早 い描 散速 度 を もち,而 も同 じ吸

牧 樽 を もつ物質 としては,そ の副生威物た るNa2CS3な りと噺定 して大過 なか らう・ しか もか

玉る考察 に よつ て積 分曲線(黒 度曲線)第 二圖 の時 間 と共 に低 下 す ること も読 明可 能 とな るの

で ある.叉 初濃度 の攣 化 に よる櫨散 恒数 の攣化 は粒子 の大V・さが攣化 す ると考へ る ことは無 理

で あるか ら,こ れ は溶液 の コ・イ ド的構造 に起因 し,そ の溶液 の構造 化 を示 す ものと見微 すの

が委當で あ ら う・
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